









感情の読み取りに与える影響The effects of mother’s internal working model on their interpretations oftoddlers’ facial expressions













































説明する変数が，同質のものとして測定されていない可能性を意味している。例えば，上記のStrathearn et al．（２００９）には AAI（Adult Attachment Interview）という面接法が用いられ
ている。また，以下の研究はどれも質問紙法によって行われたが，それぞれに用いられた質問














































が高いほど，ネガティブな情報への認知的アクセシビリティが低く（Baldwin & Kay，２００３；Mikulincer & Orbach，１９９５），“不安”は内的作業モデルを過活性化し，ネガティブな情報への






情の読み取りに与える影響を明らかにすることを目的として調査を行った。方法調査内容調査時期 ２０１０年７月－２０１１年９月。調査協力者 ４－３２ヵ月の乳幼児を持つ２０－４８歳（M＝３３．４，SD＝５．２７）の母親１１４名。手続き 北海道 Q市内・X市内の保育園，子育てサークル実施場所，子育て支援事業実施
場所，調査協力者の自宅を訪問，または Z大学の構内で協力者を募って実験調査を実施した。
その際，質問紙と返信用封筒（切手貼付済み）を配布し，回答記入後返送してくれるよう依頼





















あった（X２（１，N ＝６２－７２）＝３１．４－６５．９，ps ＜ ．００１，）ことから，これらは不快感情とTable１ 曖昧刺激に対する反応の記述統計量
感情別反応の分布 Χ２値 Χ２値
喜び（快）悲しみ 怒り 嫌悪 恐れ 驚き 不快 欠損値 （５，N＝１１４） （１，N＝１１４）
１ ３３ ４ ２ ３６ ２７ １２ ６９ ０ ５８．５３＊＊＊ ６．３５＊
（２８．９）（３．５０）（１．７０）（３１．６）（２３．７）（１０．５）（６０．５）（０）
２ １８ １３ ３４ ２３ １５ １０ ８５ １ １９．９０＊＊＊ ２１．７９＊＊＊
（１５．８）（１１．４）（２９．８）（２０．２）（１３．２）（８．８）（７４．６）（０．９）
３ ２８ ６ １５ ３９ １４ １２ ７４ ０ ３８．９５＊＊＊ １０．７２＊＊＊
（２４．６）（５．３）（１３．２）（３４．２）（１２．３）（１０．５）（６４．９）（０）
４ ２３ ７ ３ ２９ １１ ４１ ５０ ０ ５６．０＊＊＊ ５．２９＊
（２０．２）（６．１）（２．６）（２５．４）（９．６）（３５．９）（４３．９）（０）
５ ３４ １９ １７ ２４ １２ ８ ７２ ０ ２２．３２＊＊＊ ６．８１＊＊
（２９．８）（１６．７）（１４．９）（２１．１）（１０．５）（７．０）（６３．２）（０）
６ １２ ３８ ４ ２９ １７ １４ ８８ ０ ４０．２１＊＊＊ ２７．６９＊＊＊
（１０．５）（３３．３）（３．５）（２５．４）（１４．９）（１２．３）（７７．２）（０）
７ ９ １０ ５２ ２１ １２ ９ ９５ １ ７５．５５＊＊＊ ３６．０４＊＊＊
（７．９）（８．８）（４５．６）（１８．４）（１０．５）（７．９）（８３．３）（０．９）
８ ２８ ３ ２ ９ １３ ５７ ２７ ２ １１６．１１＊＊＊ ０．６７n.s.
（２４．６）（２．６）（１．７）（７．９）（１１．４）（５０）（２３．７）（１．８）















































喜び（快） 悲しみ 怒り 嫌悪 恐れ 不快 驚きM SD M SD M SD M SD M SD M SD M SD
快 ０．９９ ０．１１ ０．００３０．０５ ０．００ ０．００ ０．００３０．０５ ０．００ ０．００ ０．００６０．０８ ０．０１ ０．０９
不快 ０．００ ０．００ ０．３５ ０．２７ ０．２０ ０．２１ ０．２０ ０．２３ ０．２２ ０．２６ ０．９８ ０．１４ ０．０１ ０．１２
驚き ０．０７ ０．２４ ０．０５ ０．２２ ０．０６ ０．２３ ０．１６ ０．３９ ０．０６ ０．２５ ０．２４ ０．５１ ０．７０ ０．４６





安定尺度の α係数が．８６，回避尺度の α係数が．６０，アンビバレント尺度における α係数は．７３
であったと報告されている。Table３ 内的作業モデルの記述統計量







































































み取りには，“安定”（β ＝ －．２４，p ＝ ．０２０），“アンビバレント”（β ＝ －．３７，p ＝
．０００２４）からは負の影響が示され，回避からは正の影響（β ＝２２，p ＝ ．０１８）が示された。










全体 快感情 不快感情 驚き 喜び 悲しみ 怒り 嫌悪 驚き 恐れ
???????
安定 ．１６ －．０８ ．０７ ．１５ －．２４＊ ．０２ ．１５ ．０３ ．０６ ．１５
回避 －．１３ ．０３ －．０２ －．１６ ．２２＊ ．１０ －．１２ －．０５ －．０９ ．１４
アンビバ
レント












感情と関連する部位である脳前方の島の活性化の増大が認められた。この結果について Strat-hearn et al．（２００９）は，“不安定・愛着軽視型の母親たちが，不快感情を示す我が子の顔を，
自分が期待する感情状態を妨害するものとして評価する可能性があることを示唆する結果”と
し，“この愛着型を持つ個人は，認知処理に偏りがあり，ネガティブな感情的反応を制止する
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